
各種団体の認可基準　　　
（前　文）
　　　八木山小校区に居住する八木山まちづくり協議会（以下「協議会」と称する）員が、
　　文化、体育、環境保全等の活動を通し、協議会員相互の親睦と連帯を図り、明るく楽しく健康で文化的なまちづくりをする事を目的とした団体（以下「団体」と称する）を結成し、継続的な活動をする団体より、協議会に認可申請があった場合、以下の条文を具備することを条件とし、協議会が規約第3章第6条に従い認可し、助言、助成するものである。
　第1条（団体の目的）
　　　認可の申請をしようとする団体の目的が協議会規約第2章第3条に規定されている目的を達成しようとすることを要する。
第2条（団体の所在地）
　　　団体の所在地は八木山小校区内にあること。

第3条（団体の構成委員および人員数）
　　　団体の構成員は、八木山校区内に居住するもので構成され、その構成人員は、10名以上とする。
第4条（団体の役員等の設置）
　　　団体の責任の所在を明らかにするため、各々団体に会長、副会長、その他若干名の役員を
　　おき、協議会との円滑な連携を取れることを要する。
第5条（団体の行事および活動）
　　　団体で行う活動、行事予定を協議会に提出し、協議会規約第2章第3条および第4条の
　　規定に合致していると認められることを要する。
２．協議会事務局長の要請があれば、事務局会議等に関係者は出席する。

第6条（認可申請手続き）
　　　団体代表者は、協議会に下記書類を提出し、連絡協議会に認可申請手続きをするものとする。
　　１．団体活動の目的を明確にした会則等。
　　２．団体の構成員名簿。
　　３．団体の役員構成を明確にした名簿。
　　４．団体の年間行事予定、活動計画書等。
　　５．団体の会費徴収の有無、および年間経費予算書等。
第7条（認可）
　　　本規定第6条の書類を調え、連絡協議会に申請があった場合、連絡協議会において申請団体の活動が協議会規約に合致すると認められた団体に関し、これを認可し、その活動に関して協
　　議会規約第3章第6条に従い、助言、助成することができる。
第8条（認可の取り消し）
　　　本規約第6条の規定に従い認可団体となった団体が、協議会規約第2章第3条の目的に合致せず、また、認可基準の要件を欠いた場合、およびその団体の活動、目的が協議会の名誉を対外的、対内的に著しく毀損した場合は、連絡協議会は、認可を取り消すことができる。
第9条（準拠規定）
　　本規定に定め無きことは、全てまちづくり協議会規約に準拠するものとする。
（附　則）
１．本基準は平成16年4月12日より施行する。
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